
令和8年度 第26回技術発表大会プログラム 

    日 時：令和 8 年 5 月 26 日（火）12：45 ～ 15：00 

              会 場：アルカディア市ヶ谷（5階 穂高） 

主 催：一般社団法人 日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会 

         共 催：日本塗装土木施工管理技士会 

 

12:45～12:50 開会挨拶 
（一社）日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会  会長    槌谷  幹義 

 

 

12:50～13:20 特別講演  塗替え周期50年への挑戦 
               （労働力減少社会に対応する塗装長寿化戦略） 

首都高速道路株式会社 技術部 技術推進課 課長   蔵治 賢太郎 

 

 

13:20～13:50 技術報告  建設業を変化させる新しい技術 
               （塗膜厚管理システムの導入とテレワーカーの活用） 

川田工業株式会社 橋梁事業部 開発部    櫻井 真奈美 

川田工業株式会社                  畠中 真一 

川田工業株式会社                 伊藤  剛 

川田工業株式会社                 清水 章弘 

 

 

13:50～14:20 技術報告  AIラップ工法 
（AI CONSTRUCTION（愛ある建設現場）を実現） 

株式会社Splice-Lab   代表取締役        片山 英資 

株式会社日本ピーエス              寺口 秀明 

株式会社西部技研                舩戸 浩史 

極東メタリコン工業株式会社            小寺 健史 

 

 

14:20～14:50 特別講演  塗装はなぜ、橋を守れるのか 
（腐食・劣化・時間を相手にする技術の正体） 

一般社団法人 日本構造物診断技術協会   顧問     高木 千太郎 

 

14:50～15:00 閉会挨拶  
（一社）日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会  技術委員長   鈴木 喜亮 

 

 


